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特別勘定運用レポートをご覧いただくにあたって

当資料をご覧いただく際にご留意いただきたい事項
・当資料はご契約者さま等に対し、三井住友海上プライマリー生命の届く しあわせ〔目標設定特則付変額個人年金保険
（10）〕の特別勘定および特別勘定が主たる投資対象とする投資信託の運用状況を開示するためのものであり、生命保
険契約の募集および当該投資信託の勧誘を目的としたものではありません。

・当資料に記載されている運用実績等に関する情報は過去のものであり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するもので
はありません。また、［組入投資信託の運用状況］に記載されているコメント等は当資料作成時点の見解に基づくもの
であり、予告なく変更されることがあります。

・［組入投資信託の運用状況］は、運用会社が作成する運用報告を三井住友海上プライマリー生命が参考情報としてその
まま提供するものであり、内容に関しては、三井住友海上プライマリー生命の責めによるものを除き、三井住友海上プ
ライマリー生命は一切の責任を負いません。

・商品内容につきましては、「契約締結前交付書面（契約概要／注意喚起情報）」、「ご契約のしおり」、「約款」および「特
別勘定のしおり」をご覧ください。

この保険商品についてご確認いただきたい事項
■市場リスクについて

この保険は、払込みいただいた保険料を投資信託等を投資対象としている特別勘定で運用し、そ
の運用実績に基づいて将来の死亡保険金額、解約払戻金額、および年金額等が変動（増減）する
しくみの生命保険商品です。特別勘定の資産は、主に国内外の株式・債券等に投資する投資信託
を通じて運用されるため、株価や債券価格の下落、為替の変動等により、解約払戻金等のお受取
りになる合計額が払込まれた保険料を下回る可能性があり、損失が生じるおそれがあります。こ
れらの特別勘定の運用に伴うリスクはすべてご契約者に帰属します。

■ご負担いただく費用について
この保険では、保険関係費および資産運用関係費等をご負担いただきます。また、一定期間内に目標達成する場合、ご
契約の解約・一部解約をする場合には、所定の解約控除がかかります。詳しくは次ページ「諸費用について」をご参照
ください。

■その他
・変額個人年金保険は特別勘定の主たる運用手段として投資信託を用いますが、ご契約者が投資信託を直接保有するも

のではありません。
・特別勘定のユニットプライスの値動きは、特別勘定が投資対象とする投資信託の値動きと必ずしも一致しません。こ

れは、特別勘定が投資信託のほかに保険契約の異動等に備えて一定の現預金を保有することがあることや、ユニット
プライスの計算に当たり保険関係費等の費用を控除すること等によるものです。
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諸費用について（この保険に係る費用の合計は、以下の費用の合計となります）

ご契約時にご負担いただく費用
ご契約時にご負担いただく費用はありません。

積立期間中にご負担いただく費用

項 目 費 用 時 期

保険関係費
積立金額に対して
年率2.58％

積立金額に対して左記の年率の1／365を
乗じた金額を毎日控除

資産運用関係費
特別勘定の資産残高に対して

年率0.1875％程度（消費税込）
特別勘定の資産残高に対して左記の年率の1／365を
乗じた金額を毎日控除

ご注意

資産運用関係費は信託報酬等を記載しています。この他、信託財産留保額、有価証券の売買手数料、運用関連の費用・税金、 
監査費用等がかかる場合がありますが、費用の発生前に金額や割合を確定することが困難なため表示することができません。 
これらの費用が発生する場合は、特別勘定がその保有資産から負担するため、特別勘定のユニットプライスに反映されることと
なります。したがって、お客さまはこれらの費用を間接的に負担することとなります。資産運用関係費は、運用手法の変更、 
運用資産額の変動等の理由により、将来変更される可能性があります。

目標達成時・解約時・一部解約時にご負担いただく費用

項 目 費 用 時 期

解約控除

目標達成するとき
経過年数に応じて

7.2％ ～ 0.8％ 目標達成時に控除

解約するとき
一部解約するとき

経過年数に応じて

8％ ～ 0.8％ 解約時・一部解約時に控除

※ 解約控除は、目標達成・解約の場合は一時払保険料に対して、一部解約の場合は一部解約請求金額に対してかかります。
※ 契約日から10年未満で一般勘定で運用する定額年金へ変更した場合には、契約日からの経過年数に応じた解約控除がかかります。

【解約控除率】

契約日からの
経過年数 1年未満 1年以上

2年未満
2年以上
3年未満

3年以上
4年未満

4年以上
5年未満

5年以上
6年未満

6年以上
7年未満

7年以上
8年未満

8年以上
9年未満

9年以上
10年未満 10年以上

解約控除対象額
に対する
解約控除率

8.0％ 7.2％ 6.4％ 5.6％ 4.8％ 4.0％ 3.2％ 2.4％ 1.6％ 0.8％ 0％

※「解約控除対象額」は、解約の場合は一時払保険料となり、一部解約の場合は一部解約請求金額となります。ただし、一部解約請求金額が
一時払保険料を上回る場合には、「解約控除対象額」は一時払保険料総額を上限とします。

※ 一部解約の際に解約控除対象額としてお取扱いした金額については、以後の解約控除対象額の計算の対象とする一時払保険料から控除して
お取扱いします。

年金受取期間中にご負担いただく費用（遺族年金支払特約による年金受取期間中も含みます。）

項 目 費 用 時 期

年金管理費
年金額に対して

1％
年金受取開始日以後、年金受取日に責任準備金から控除

※ 上記費用は上限です。なお、年金受取開始日時点の費用を年金受取時期を通じて適用します。
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組入投資信託の運用状況

1

特別勘定の名称：バランスR20

SMAM・マルチアセットVJ

●●運運用用実実績績 ●●基基準準価価額額おおよよびび純純資資産産総総額額

●●騰騰落落率率
１ヵ月 ３ヵ月 ６ヵ月 １年 設定来

ファンド 1.52% 3.11% 6.73% 7.49% 15.23%
※ 騰落率を算出する基準価額は、信託報酬控除後です。

    上記騰落率は、実際の投資家利回りとは異なります。

●●資資産産構構成成

※純資産総額対比の比率です。

※投資信託証券の正式名称は、

 「ＭＥＡＧグローバルＦＣＰ－ＳＩＦ・債券プラス株式 ４％ ＲＣ ＪＰＹ ファンド」です。

【【ＳＳＭＭＡＡＭＭ・・ママルルチチアアセセッットトＶＶＪＪ】】

①①主主ととししてて、、「「ＭＭＥＥＡＡＧＧググロローーババルルＦＦＣＣＰＰ－－ＳＳＩＩＦＦ・・債債券券ププララスス株株式式  ４４％％  ＲＲＣＣ  ＪＪＰＰＹＹ  フファァンンドド」」のの受受益益証証券券へへのの投投資資をを通通じじてて、、実実質質的的にに
　　  以以下下のの運運用用をを行行いい、、信信託託財財産産のの成成長長をを目目指指ししまますす。。

　　((11))トトーータタルル・・リリタターーンン・・ススワワッッププ取取引引をを通通じじ、、実実質質的的にに日日本本をを含含むむ世世界界各各国国のの株株価価指指数数先先物物取取引引、、債債券券先先物物取取引引等等をを行行いいまますす。。
　　　　　　株株価価指指数数先先物物取取引引、、債債券券先先物物取取引引等等をを直直接接行行ううここととももあありりまますす。。ままたた、、リリババーースス・・レレポポ取取引引（（買買戻戻条条件件付付売売買買取取引引））をを活活用用
　　　　　　すするる場場合合ががあありりまますす。。
　　((22))トトーータタルル・・リリタターーンン・・ススワワッッププ取取引引はは実実質質的的にに、、株株式式投投資資戦戦略略とと債債券券投投資資戦戦略略にによよりり構構成成さされれまますす。。株株式式投投資資戦戦略略はは米米国国、、
　　  　　  欧欧州州、、日日本本のの株株価価指指数数かからら構構成成さされれ、、配配分分比比率率はは計計量量的的手手法法にに基基づづきき決決定定さされれ毎毎月月見見直直ししさされれまますす。。債債券券投投資資戦戦略略はは
　　    　　米米国国、、欧欧州州、、日日本本のの債債券券先先物物かからら構構成成さされれ、、株株式式投投資資戦戦略略のの配配分分比比率率のの残残額額がが債債券券投投資資戦戦略略のの配配分分比比率率ととななりりまますす。。
　　((33))変変動動性性（（ボボララテティィリリテティィ））をを一一定定範範囲囲にに保保つつたためめ、、株株式式投投資資戦戦略略とと債債券券投投資資戦戦略略のの実実質質的的なな構構成成比比率率はは計計量量的的手手法法にに基基づづ
　　　　　　きき日日次次でで見見直直さされれまますす。。

②②投投資資信信託託証証券券へへのの投投資資比比率率はは、、原原則則ととししてて高高位位をを保保ちちまますす。。

※※資資金金動動向向、、市市況況動動向向等等にによよっっててはは、、上上記記ののよよううなな運運用用ががででききなないい場場合合ががあありりまますす。。

3月29日 前月比

基準価額（円） 11,523 172

純資産総額（百万円） 153,677 1,679

合計 100.00%

(2024年3月29日現在)

組入比率

投資信託証券 98.54%

現金等 1.46%

■このレポートは、三井住友DSアセットマネジメントが信頼性が高いと判断した情報等により作成したものです。■このレ
ポートの内容は作成基準日のものであり、将来予告なく変更されることがあります。また、その正確性・完全性を保証す
るものではありません。■運用実績等に関するグラフ・数値等は過去の実績を示すものであり将来の運用成果をお約束
するものではありません。■この資料にインデックス・統計資料等が記載される場合、それらの知的所有権その他の一切
の権利は、その発行者、許諾者に帰属します。

■ 基準価額は、信託報酬控除後です。当ファンドの設定日は2015年9月24日です。

■ グラフは過去の実績を示したものであり将来の成果をお約束するものではありません。

※2017年1月1日にファンド名称を変更いたしました。

（変更前） （変更後）

「ＳＭＡＭ・マルチアセットＶＬ2015＜適格機関投資家専用＞」 「ＳＭＡＭ・マルチアセットＶＪ＜適格機関投資家専用＞」

バランス R20

この保険のご留意いただきたい内容については、巻頭に「特別勘定運用レポートをご覧いただくにあたって」の記載が
ございますので、必ずご確認ください。
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特別勘定の名称：バランスR20

SMAM・マルチアセットVJの参考情報

〈〈参参考考情情報報  ＳＳＭＭＡＡＭＭ・・ママルルチチアアセセッットトＶＶＪＪ  〉〉

【【ＭＭＥＥＡＡＧＧググロローーババルルＦＦＣＣＰＰ－－ＳＳＩＩＦＦ・・債債券券ププララスス株株式式  ４４％％  ＲＲＣＣ  ＪＪＰＰＹＹ  フファァンンドド】】　　※※ミミュュンンヘヘンン再再保保険険かからら提提供供をを受受けけたたデデーータタをを掲掲載載ししてておおりりまますす。。

●●資資産産配配分分比比率率　　※１ ●●実実質質的的なな構構成成比比率率（（運運用用効効率率））　　※２

●●トトーータタルル・・リリタターーンン・・ススワワッッププ取取引引のの参参照照指指数数構構成成資資産産のの騰騰落落率率

※ 設定来は2015年9月24日を基準とします。上記騰落率は実際の投資家利回りとは異なります。

※ 組入投資信託の評価値が「ＳＭＡＭ・マルチアセットＶＪ」の基準価額に反映されるのは原則として翌営業日となります。従いまして、上記騰落率は当レポートの

　　作成基準日との整合性を保つ為、国内資産の場合は各月末営業日の前営業日、外国資産の場合は各月末営業日の２営業日前の値を用いて計算しております。

※上記の各指数に関する知的所有権その他の一切の権利は、その発行者および許諾者に帰属します。

組組入入投投資資信信託託のの状状況況（（22002244年年33月月2299日日現現在在))

資産区分 投資対象 資産配分比率 投資比率

債券

国内債券 日本１０年国債先物 16.4% 13.4%

米国債券

ナスダック１００指数先物 10.1% 8.3%

欧州株式 ユーロ・ストックス５０指数先物 10.3% 8.4%

株式

国内株式 日経２２５先物 10.1% 8.3%

米国株式 Ｓ＆Ｐ５００指数先物 10.2% 8.4%

米国株式

米国１０年国債先物 16.6% 13.6%

欧州債券 ドイツ１０年国債先物 16.7% 13.7%

欧州株式 ドイツＤＡＸ指数先物 10.3% 8.5%

合計 100.7% 82.7%

資産区分 投資対象 １ヵ月 ３ヵ月 ６ヵ月 １年

Ｓ＆Ｐ５００指数先物 4.29% 9.82% 23.06% 30.83% 168.47%

設定来

株式

国内株式 日経２２５先物 2.71% 20.16% 26.31% 44.71% 123.50%

米国株式

323.45%

欧州株式 ユーロ・ストックス５０指数先物 2.88% 10.43% 21.22% 20.84% 55.14%

米国株式 ナスダック１００指数先物 2.68% 8.13% 25.54% 42.72%

82.98%

債券

国内債券 日本１０年国債先物 -0.36% -0.80% 0.53% -1.64% -1.61%

米国債券

欧州株式 ドイツＤＡＸ指数先物 6.49% 10.81% 22.13% 21.20%

-13.23%欧州債券 ドイツ１０年国債先物 0.84% -3.80% 3.68% -1.84%

米国１０年国債先物 1.23% -2.16% 3.06% -3.19% -12.90%

■このレポートは、三井住友DSアセットマネジメントが信頼性が高いと判断した情報等により作成したものです。■このレ
ポートの内容は作成基準日のものであり、将来予告なく変更されることがあります。また、その正確性・完全性を保証す
るものではありません。■運用実績等に関するグラフ・数値等は過去の実績を示すものであり将来の運用成果をお約束
するものではありません。■この資料にインデックス・統計資料等が記載される場合、それらの知的所有権その他の一
切の権利は、その発行者、許諾者に帰属します。

※１

運用資産の構成は、月１回

見直します。

※２

ボラティリティが年率4％とな

るように、毎日運用効率の見

直しを自動的に行います。

このとき、各資産への投資比

率の合計は、最大で150％とな

ることがあります。

参考情報

この保険のご留意いただきたい内容については、巻頭に「特別勘定運用レポートをご覧いただくにあたって」の記載が
ございますので、必ずご確認ください。
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March 2024 
*************************************************************************************************************************** 
Historic shift in Japan 
 
The Systematix Bond + Equity Strategy 4% RC JPY Index prolonged its winning streak during March 2024. It was up 1.6% 
and reached the highest level within 2 years. The risk-controlled benchmark was fully allocated in long positions. In this 
way it was able to tap into an ongoing stock markets rally. The biggest part of the monthly performance was delivered 
by this asset class. DAX stood out. The German benchmark gained 4.6% during the reporting month. Bets on lasting 
interest cuts helped the DAX reaching a new record high. There were also signs that business climate improves within 
Germany. The Ifo index, a prominent leading indicator for the largest economy within eurozone, climbed to 87.8 from 
85.7 in February. For similar reasons the EURO STOXX 50 gained nearly 4%. At the same time the pan-European 
bluechip benchmark finished its second straight quarter of gains. 
 
The Systematix Bond + Equity Strategy 4% RC JPY Index contains three equal weighted fixed income components. Each 
of them was up in March 2024. Japanese 10 year Government Bond saw the smallest change even as the Bank of Japan 
decided for a big move. After decades of massive monetary stimulus, it did a rate hike for the first time in 17 years. The 
BoJ declared the overnight call rate as new policy rate, which it intends to guide in a range of 0 to 0.1%. Nevertheless 
the central bank said it expects “accommodative financial conditions” for the time being. As this historic shift was 
widely expected, markets didn’t react too strong.   
 
Disclaimer for Index Commentaries 
This commentary (the “Index Commentary”) has been prepared by our third party service provider and which represents only its general view on the current 
and / or past market conditions. Therefore, Munich Re has no influence on the content of the Index Commentary and accordingly does not assume any liability 
for its content. 
The Index Commentary is provided on an “as is" basis and Munich Re and its third party service provider make no representation or warranty as to the accuracy 
and / or completeness of the information and explanation provided or fitness for a particular purpose.  
The information used for the Index Commentary are based on sources that the third party considers reliable. Neither Munich Re nor the third party providers 
can guarantee the sources’ accuracy. Munich Re and the third-party data provider have no direct or indirect liability to the Policyholder or MSP for monetary 
damages for the accuracy or completeness of the information provided or for any delays, interruptions or omissions with respect thereto.  
Therefore, any liability claim, in particular for financial losses resulting from the use of the information for investment decisions, are therefore categorically 
rejected. The Index Commentary does not constitute an invitation, solicitation or any form of advice to buy or subscribe for the related insurance product, but 
merely reflects the opinion of the editors of the Index Commentary. 
**************************************************************************************************************************** 
 
参考和訳
***************************************************************************************************************************************** 
日本の歴史的転換

インデックスは、 年 月中の連勝を継続した。インデックスは 上昇
し、 年ぶりの高水準となった。リスク管理されたベンチマークはロング・ポジションに完全に配分された。このため、進行中の株式市場の上昇
を享受することができた。月次パフォーマンスの最も大きな部分を占めたのはこの資産クラスであった。 は際立っていた。ドイツのベンチマ
ークは報告月中に 上昇した。持続的な利下げ観測が の史上最高値更新を後押しした。ドイツ国内の景況感が改善する兆し
も見られた。ユーロ圏最大の経済指標である 指数は、 月の から に上昇した。同様の理由で は

近く上昇した。同時に、汎欧州優良株ベンチマークは 四半期連続の上昇となった。

インデックスは、 つの均等加重債券構成銘柄を含んでいる。 年 月は
それぞれ上昇した。日本の 年国債は、日銀が大きな動きを決めたにもかかわらず、最も変動が小さかった。数十年にわたる大規模な金
融刺激政策の後、日銀は 年ぶりに利上げに踏み切った。日銀はオーバーナイトコールレートを新たな政策金利とし、 ～ ％の範囲で
誘導する意向を表明した。とはいえ、中央銀行は当分の間「緩和的な金融環境」を予想すると述べた。この歴史的な転換は広く予想され
ていたため、市場はそれほど強く反応しなかった。
***************************************************************************************************************************************** 
*相違が生じた場合は、英語版が優先されます。 

この保険のご留意いただきたい内容については、巻頭に「特別勘定運用レポートをご覧いただくにあたって」の記載が
ございますので、必ずご確認ください。
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引受保険会社募集代理店

〒103-0028　東京都中央区八重洲 1-3-7 八重洲ファーストフィナンシャルビル

https://www.ms-primary.com

資料請求・お問合わせ
フリーダイヤル　0120-125-104
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